
 

【八千代町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

 学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～

全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」（令和

３年１月）では、ICTの活用と児童生徒一人一人の資質・能力を伸ばすという観点から「個

別最適な学び」と学校ならではの児童生徒同士の学び合いや多様な他者と協働して主体

的に課題を解決する「協働的な学び」の姿を実現することを目指している。 

 八千代町では、教育大綱にて「将来の予測が難しい社会の中で子どもたちが情報を主

体的に捉えながら、何が重要かを主体的に考え、見出した情報を活用しながら他者と協

同し、新たな価値の創造に挑んでいくといった『情報活用能力』を育成すること」、また

「情報技術を手段として学習や日常生活に活用できるようにしていくこと」が重要とし

「全ての子どもたちが超スマートな社会を主体的に生きる力を育むために、各教科等の

ねらいに応じて、学習活動の中にICTを効果的に活用する場面を取り入れ、子どもたちの

情報活用能力の向上を図っていく」としている。 

 上記の目指す学びの姿を、１人１台端末の積極的な活用、ICT環境を活かした授業を展

開することで実現していく。 

 

２．GIGA第１期の総括 

１人１台端末の整備については、令和２年度に１，６８６台を整備し、整備率100％を

実現した。ネットワークの整備については、令和２年度に町内全小中学校で実施し、GIGA

スクール構想の実現に向けた校内通信ネットワークを整備した。その他、ICT支援員によ

る教職員へのサポート体制の構築、中学校では普通教室における電子黒板の導入を実施

し、ICT環境の整備に努めた。 

授業における１人１台端末の活用として、学習支援ソフト・ロイロノートを利用する

ことで児童生徒同士の学び合いや協働による学ぶ力の向上を図った。また、オンライン



 

英会話レッスンを導入し、児童生徒が外国人講師と対面で英会話を学べる、ICT環境を活

かした学習環境の整備に努めた。 

児童生徒への支援として、学習支援ソフト・ロイロノートを活用し、児童生徒の心身の

状態を把握する「心の健康観察」を実施し、また、不登校や様々な理由により欠席となっ

ている児童生徒には授業内容を共有する等、生活・学習支援を行った。 

授業での活用における課題として、学校・教職員により端末や学習支援ソフトの操作

方法の習熟度に差があるため、授業での活用においても活用頻度や活用内容にも差が見

られる状況である。また、環境における課題として、学校・教室によって差が生じている

校内通信ネットワーク環境の強化・安定化が挙げられる。 

 

３．１人１台端末の利活用方策  

  端末の利活用を進めていくにあたり、端末の整備・更新により、児童生徒向けの１人

１台端末環境を引き続き維持していくと共に、１人１台端末の利活用方策として以下の

ように利活用していく。 

（１）１人１台端末の積極的活用 

授業での積極的活用を進めるため、教職員向けの研修や情報担当教職員内での情報共

有の場を作り、各学校の端末活用に関する課題を解決できるよう環境を整える。また、授

業での安定的な活用を実現するため、校内通信ネットワーク環境について、令和７年度

にネットワークアセスメントを実施し、その結果を令和８年度の校内通信ネットワーク

機器更新において反映させる。 

 

（２）個別最適・協働的な学びの充実 

  授業支援ソフト・ロイロノートを引き続き活用した授業に加え、町内学校毎に導入し

ているデジタルドリルやデジタル教科書を活用することで、個別最適・協働的な学びを

充実させる。 

 



 

（３）学びの保障 

  「誰一人取り残さない学びの保障」に向け、まずは端末を通じた「心の健康観察」に

引き続き取り組み、児童生徒の心身の変化を注視していく。そして、不登校や様々な理

由により欠席となっている児童生徒には、ロイロノートを活用した生活・学習支援や希

望に応じて授業や学校行事のオンライン配信等を行っていく。また年々増加している外

国人児童生徒への支援など、多様な場面でICTを活用していく。 


